
 

 

 

 

 

 

 

見つけて！農産物の環境負荷低減の「見える化」 
 ～温室効果ガス削減への貢献と生物多様性保全への配慮～ 

 
● 環境負荷低減の「見える化」とは 

農林⽔産省では「みどりの⾷料システム戦略」に基づき、持続可能な食料システムを構築するため、食料シ

ステム全体での環境負荷低減の取組や国民理解の醸成に向けて、環境負荷低減の取組の「見える化」を推進し

ています。 ガイドラインに基づき、「温室効果ガス削減への貢献」や「生物多様性の保全」の取組を分かりや

すく等級ラベルで表示することで、生産者の環境負荷低減の努力が消費者に伝わり、農産物を選択できる環

境を整えていきます。（詳しくは下記アドレスの農林水産省 HPをご覧下さい。） 

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/mieruka/mieruka.html#mieruka_gaiyou 

 

 
 

〇 「農産物の環境負荷低減に関する評価・表示ガイドライン」は以下のアドレスをご覧下さい。 

↓ 

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/mieruka/guideline_all.pdf 

 

〇 環境負荷低減の「見える化」に取り組んでいる農業者/団体は、下記アドレスの農林水産省 HP でご確認

いただけます。（農業者/団体の名称及び生産地は希望した場合のみ公表） 

↓ 

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/mieruka/number.html 
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地域と農政を結ぶ 
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鴻巣市の「うえでぃ農園」の植出大輝さんは、大学卒業後、一旦就職しましたが、家族との触れ合い

の時間をもっと大切にしたいとの想いから農業をする決意を固め、31歳の時に退職し、埼玉県農業大学

校で１年間有機農業を学んだ後、現在、埼玉県の「北足立北部明日の農業担い手育成塾」で研修を受け

ながら、年間を通じて多品目の有機野菜の生産に取り組んでいます。 

 大阪府出身の植出さんは、父親の転勤を機に小学５年生から東

京都で暮らし、都内の大学に進学しました。大学では、農学部で

林業を専攻して森林の生態系について学び、土木職の公務員とし

て自然環境に関わる仕事に携わってきました。その後、結婚を機

に鴻巣市に転居しました。 

 子どもが生まれ、育児休業を１年間取得し職場に復帰した時、

鴻巣市から職場への通勤時間が子どもと接する時間を減らしてい

ることや、子育てを妻に頼り過ぎていないかなどを感じ、家族と

の時間をもっと大切にしたいとの想いが強くなり、また、住まい

近くの「農業の魅力や可能性」に惹かれ、就農することを決意し

ました。 

 令和５年に、鴻巣市内の有機栽培農家６戸で立ち上げた「鴻巣有機農業生産グループ」の一員とな

り、借地畑 47ａで「こうのす野菜 ORGANIC」とネーミングした有機 JASに準じて育てた野菜を「こうの

す野菜 栽培期間中 農薬・化学肥料不使用」として販売を始めました。 

 栽培する野菜は、かぼちゃ、スイスチャード、スナップエンドウ、ブロッコリー、ズッキーニ、きゅ

うり、じゃがいも等 40品目以上に及び、直売所での販売や通信販売の他、各種イベント（マルシェ）

へ出品しています。今後は、かぼちゃを使用した「かぼちゃバター」や

「かぼちゃチーズスプレッド」等を委託加工して販売する予定です。 

 ＳＤＧsや環境負荷の少ない農業が推進されている中、「人々が農薬の

心配などを気にせず、気持ち良く食べられる野菜を作りたい。」、更に子

どもが生まれたことで、「小さい子どもや健康を気にする方にも気持ち良

く食べてもらえる野菜を作りたい。」とのことです。また、「有機野菜を

求めている方がいる場所（マルシェ等）を探しながら販路を拡大すると

ともに、規模拡大を目指していきたい。」、その上で、「有機 JAS認証を取

得し経営を安定させていきたい。」と想いを語られました。 

編集：関東農政局 埼玉県拠点  
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～子育ても野菜作りも一所懸命～ 

多品目の野菜を育てています 

植
うえ

出
で
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だ い き
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鴻巣市の「鴻巣有機農業生産グループ」に所属し、年間を通して多品目の有機野菜を生産す

る「うえでぃ農園」植出大輝さんをご紹介します。 

植出 大輝さん 

スイスチャード 


